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   定期相談を息苦しいものにしてしまう、教師自身がもちやすい「定期 

相談はこうあるべき」を、柔軟に見つめ直します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「こうあるべき」ほぐしシート ガイド 

あなたの「こうあるべき」の強さは？ 

❸ 教師の「定期相談はこうあるべき」を柔軟に見直してみよう！ 

「こうあるべき」をほどいていくことが子供に寄り添った定期相談の第一歩 

❶ あなたにもある？教師がもちやすい
「定期相談はこうあるべき」。 

「悩みや困りごとを子供の口から聞

きたい」「この場で問題を把握し対処

したい」など、教師がもちやすい捉え

を STEP１の①～⑤に整理しました。 

❷ 「こうあるべき」が強いと定期相談の難
しさは、より大きく感じます。 

 STEP１の「こうあるべき」が強すぎる

と、そのとおりにならないときに、子供

に寄り添えなくなったり、教師も子供も

共に息苦しくなったりします。 

 

A出来事 

定期相談で子供が

口を閉ざしている 

 

B教師の捉え方 

定期相談では、 

子供が話してこそ価値がある 

 

C１感情・行動 

なんとか子供の気持ち

を聞き出さなくちゃ！ 

 

一言おまじないで柔軟に捉え直し 

非言語のコミュニケーション

も同じように大切 

 

C2感情・行動 

子供の様子から気持ち

を感じて受け止めよう 

定期相談って子供に話

してもらわなきゃ意味

がないよね。 

でも、実際はそうならないこと

も多いわ。「定期相談はこうある

べき」が強くなりすぎているか

もね。 

そうか、面と向かっているん

だから、言葉以外からもいろ

いろ感じることがあるよね！ 


